
会社のヘルスケア部門において保健師が出来ること
～コラボヘルスの観点から～

2020.10.28
ＳＧホールディングスグループ健康保険組合

保健事業課 田浦聖子



• SGホールディングス株式会社・・持ち株親会社（従業員200名）

• 佐川急便株式会社・・・48,000人従業員 （そのうち20000人運転職）
17支店 411営業所が全国に点在

• その他事業会社・・・多くが江東区新砂地区にあり

「運転職が多く、体育会系の社風」
「健康より 安全優先になりがちで、健康に関して過信傾向」
「同じ釜の飯・・・といった仲間意識・結束意識が高い」

※会社側には、必要最低限の産業医
→健康部門は、健保の保健事業課が担う

グループ全体の約8割

ＳＧホールディングスグループ



健保プロフィール

加入者状況 男 女 計

本人 51,750 18,132 69,882

家族 20,370 34,115 54,485

加入者の特徴等

佐川急便（株）が8割を占める

男性が7割、30代40代が6割を占める集団

データヘルス計画での健康課題は、
①肥満予防対策
②重症化対策
③禁煙推進

● 健保プロフィール（2019年度実績 平均）

平均年齢

40.12

扶養率

0.81

女

26
%男

74
%
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SGホールディングスグループ健康保険組合 組織図

理事長

事務長

業務課 給付 業務課 適用 庶務会計課

常務理事

保健事業課

仙台健康推進室 名古屋健康推進室 大阪健康推進室 福岡健康推進室札幌健康推進室東京健康推進室京都健康推進室

・保健事業課長
・リーダー保健師3名
（東京1.京都2）

・事務職員3名
（東京1.京都2）

・マッサージ職員1名
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ＳＧホールディングスグループと健保（地図）



・ＳＧ健康保険組合 保健事業課業務内容

健診 予防

健康診断
（ヘルスチェック）

女性の検診

大腸がん検診

ピロリ菌検査

人間ドック

禁煙推進

インフルエンザ接種補助

ホームページ
健康情報発信
医療費データ分析

生活習慣キャンペーン
健康フェア
健康増進活動

肥満予防対策

理念：被保険者と被扶養者の健康増進に寄与する。グループの保健事業を構築し、企業活動に貢献する

重症化保健指導



健
康
ス
テ
ー
ジ

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5

不健康な生活習慣 境界領域期 生活習慣病 生活習慣病重症化 就業困難

●不適切な食生活
（食塩、脂肪の

過剰
など）
●運動不足
●喫煙
●過度の飲酒
●過度のストレス

●肥満
●高血糖
●高血圧
●脂質異常

●肥満症
●糖尿病
●高血圧症
●脂質異常症

●脳卒中など
●心筋梗塞など
●糖尿病の重症化

●就労困難
●半身麻痺
●活動制限

保
健
事
業
メ
ニ
ュ
ー

それぞれの健康状態に応じた保健事業

健康セミナー
安全衛生委員会
生活習慣病キャン

ペーン等

特定保健指導
医療機関への
受診勧奨

重症リスク者
の受診継続支

援
重症化予防 保健事業

・保健事業のレベルイメージ

ポピュレーションアプローチ



保健事業課のモットー
①保健事業のひとつひとつは、被保険者と家族の健康増進へ導くための「商品」である。
機会があるたびに、わかりやすく説明する。
社内の健康の価値や仕組みを作っていき、それを理解してもらうことが私たちのミッションである。
人と人とのつながりを大切にし、コーディネイトする。

②私たちにとってお客様とは、従業員（被保険者）、各企業のご担当者、家族。事業所から頼まれ
た事は、社風とあわせて「親切・迅速・丁寧」をモットーに優先的に対応する。
依頼されたことは、基本断らない。

③正しい知識と、数字にこだわる
→健保組合は信頼性のおける部署だと思ってもらえるようになった。

④明るく感じよく、（→これがすべて）
コミュニケーション研修に励む。



～コラボヘルスをどうすすめていくか～



SGホールディングス
グループ

健康保険組合

健康管理事業
推進委員会

・主な保健事業の各社の数値
目標の設定、推進の報告

グループ各社

グループ各社

各社間での競争
有効な施策の横展開

連携

【ＳＧホールディングスグループのコラボ体制】①（全体）

年に２回取締役を含めた健康管理事業推進委員会を開催

・今年度健康管理事業の進捗報告
・データーヘルス計画について
・各健康課題についての意見交換等

それぞれの保健事業について役割を明確にする



【ＳＧホールディングスグループのコラボ体制】①（佐川急便）

毎月定例会を実施（人事労務本社東京・本社関西）

●フラットでカジュアルな雰囲気を心掛け、あれこれ話をする

佐川急便・健保で定例会議を月1回開催。

内容は、主に重症化予防の対応が厳しい症例の報告のほかに

健康管理全般にわたり、情報共有と検討。

（よかった点）

想像以上に、小さなことも情報共有することで協力体制ができた。

●時間を50分と短めに設定し、きちんと終わる



健康保険組合の仕組みや健康管理の重要性等を従業員へ伝えていく必要があることから、

研修において健康管理に関する教育を実施していくことを検討いたします。

（定例会決定事項）健康管理に関する教育

【参考】過去の研修資料抜粋

2020年４月～

新入社員基礎研修(新卒)

2020年10月～

労務研修 等

2021年度～

１時間定期教育 等

段階を踏んで、範囲を拡大していきます。



１．重症化対策
（緊急連絡・ハイリスク者継続管理）
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【重症化対策】
―緊急健康ハイリスクと健康リスクの考え方―

(緊急)健康ハイリスク者
早急に治療が必要というほか
に、『就業の可否』に関しても
個別に検討対応しなければな
らない従業員

健康リスク者
病気が進んでいて、リスクが
高く、継続した治療が不可欠
である従業員

(緊急)健康ハイリス
ク

健康リスク

二次検査

異常なし

14

（年間約１２００人）



15

２０17年より重症化予防対策をリニューアル新体制へ

【役割分担】

●健保
年間を通した訪問型の保
健指導実施、最終確認

●会社
面談日程調整、産業医意
見聴取、中断者や不良者
の対応等



● 効果

80%

20% 改善 約80％の人が重症化層から脱出

年々、改善率も上がり、保健指導の質の向上がみられている

【重症化保健指導の効果】



肥満予防対策のポピュレーション
アプローチ
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・当グループの肥満者割合・生活習慣病医療費

22.08

22.76

23.53

25.12

26.05

21%

23%

25%

27%

2015 2016 2017 2018 2019

肥満割合推移（従業員）

11,088 

12,503 

12,540 

13,655 

14,305 

5000

7000

9000

11000

13000

15000

2014 2015 2016 2017 2018

生活習慣病医療費推移（従業員）
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特定保健指導をグループの健康教育プログラムの主に

【役割分担】

●健保

案内、中断者確認、国への
報告、委託先評価当

年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

対象者数(人) 3,250 3,662 4,330 5,025 5,108 5,326 5,377 5,784 6135 6,738 6,373

実施者数(人) 128 74 29 55 411 346 671 588 681 1,483 2,293

実施率 (%) 3.9 2.0 0.7 1.1 8 6.4 12.4 10.1 11.1 18.8 32.8

●会社

受診勧奨、日程調整、中断者
対応等



・グループCSRレポートより
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今後 取り組んでいきたいこと

●グループ内での産業保健の推進

●運転職、夜勤職の健康特性をとらえ、
生活習慣改善（健康増進）ポイントを
幅広く啓もうしていきたい。


